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現在，日本の人口の多くは沖積平野に集中している。そのため沖積平野を形成するシステムやプロセスを知る

ことは大変重要になっている。沖積平野の形成を明らかにするためには，現在平野が作られている地域の形成過程

を明らかにする必要がある．今回調査地域とした境港地域は鳥取県西部に位置し，現在も海岸線が沖へ成長をし続

けている地域である．今回は，この境港市近傍の海岸でジオスライサーを用いた調査を行った．陸上で 2本，沿岸

海域で 3 本の試料を採取した．採取した試料は粒度分析・岩石鉱物組成分析が行われた．いくつかの層準で炭素

14 法と鉛 210 法を用いて放射年代と堆積速度を計測した．本研究では以上の分析結果をもとに境港地域の堆積史

を議論する． 

堆積物組成を検討した結果，約 3000 年前以降本地域の環境を 5 つに区分できた．ステージ 1では，堆積物が泥

質堆積物で上部細粒化する．調査地域は沖浜に位置していた．ステージ 2 では，環境変化が少なく本地域に泥質堆

積物が安定して堆積する．海岸が遠く堆積速度も遅い．ステージ 3は江戸時代に始まる．供給砕屑物に変化が認め

られる．ステージ 4 では海岸線の前進が認められる．堆積物は大きく粗粒化する．海岸からの砕屑物の影響が大き

くなる．堆積相は大きく変化する．ステージ 5 では，海岸は現在の環境になる．粗粒堆積物が大きな割合を占め，

海岸を形成しているサンドボディーと同様の砕屑物が堆積する． 


